
財
政
危
機
の
下
、
政
府
は
総
事
業
費
十
六
兆
円
に

の
ぼ
る
総
合
経
済
対
策
を
実
施
す
る
。
そ
の
中
に
は

総
額
七
兆
七
千
億
円
の
社
会
資
本
整
備
事
業
が
盛
り

込
ま
れ
、
深
刻
な
不
況
下
と
あ
っ
て
内
外
か
ら
そ
の

景
気
浮
揚
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
社
会
資
本
整
備
の
在
り
方
の
見
直
し
を
求

め
る
声
も
高
ま
っ
て
い
る
。
総
合
経
済
対
策
で
の
社

会
資
本
整
備
事
業
に
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い

経
済
社
会
実
現
の
た
め
の
環
境
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
、
情
報
通
信
高
度
化
・
科
学
技
術
振
興
対
策
な
ど

未
来
対
応
型
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
。
従
来
の
固

定
化
し
た
事
業
分
野
別
予
算
配
分
を
改
め
た
こ
と
を

印
象
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
政
府
の
最
大
の
目
的

は
財
政
出
動
に
よ
る
景
気
浮
揚
に
あ
っ
た
。
建
設
業

を
中
心
に
民
間
に
は
道
路
や
住
宅
な
ど
従
来
型
の
公

共
事
業
を
望
む
声
が
根
強
い
。
そ
の
一
方
で
地
方
自

治
体
で
は
財
政
難
の
折
、
公
共
事
業
受
け
入
れ
に
伴

う
自
主
財
源
配
分
の
裁
量
幅
が
狭
く
な
る
と
不
満
が

く
す
ぶ
っ
て
い
る
。
公
共
投
資
の
在
り
方
を
見
直
す

時
期
に
き
て
い
る
。

●
公
共
投
資
依
存
型
体
質
の
危
機

社
会
資
本
を
考
え
る
場
合
、
公
共
投
資
に
目
を
向

け
ず
に
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
県
の
平
成
十

年
度
当
初
予
算
の
規
模
は
七
千
二
百
八
億
円
。
こ
の

う
ち
公
共
事
業
、
単
独
事
業
な
ど
を
合
わ
せ
た
投
資

的
経
費
は
二
千
五
百
五
十
二
億
円
で
総
予
算
の
三

五
・
四
％
を
占
め
る
。
自
主
財
源
三
八
・
四
％
に
近
い

資
金
が
投
資
に
回
っ
て
い
る
。
予
算
編
成
時
に
県
当

局
は
「
公
共
事
業
を
出
来
る
だ
け
受
け
入
れ
る
」
と

語
る
の
が
常
態
化
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
意
味
を

理
解
で
き
る
県
民
は
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
。「
県

も
公
共
機
関
な
の
に
、
公
共
事
業
を
受
け
入
れ
る
と

は
ど
う
い
う
意
味
か
」
と
疑
問
を
抱
く
人
が
多
い
。

公
共
投
資
を
め
ぐ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
受
益
者

と
の
乖
離
の
大
き
さ
を
示
す
現
象
の
よ
う
に
思
う
。

公
共
投
資
（

）
に
は
、
公
園
や
都
市
基
盤

な
ど
公
共
財
を
形
成
す
る
ス
ト
ッ
ク
機
能
、
空
港
や

電
話
な
ど
移
動
や
時
間
的
距
離
を
少
な
く
す
る
費
用

低
減
機
能
、
森
林
な
ど
環
境
的
便
益
を
も
た
ら
す
外

部
経
済
機
能
、
新
幹
線
や
住
宅
団
地
な
ど
地
域
産
業

と
連
動
す
る
こ
と
に
よ
る
所
得
再
配
分
機
能
な
ど
が

あ
る
。
公
共
事
業
の
生
産
力
引
き
上
げ
効
果
が
ど
れ

だ
け
か
を
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
県
予
算
の
中
の
投

資
的
経
費
が
県
内
経
済
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
く
な

い
。
本
県
の
経
済
は
公
共
投
資
に
依
存
し
な
が
ら
発

展
す
る
公
共
投
資
依
存
成
長
型
の
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
都
道
府
県
別
の
県
内
総
生
産
に
占
め
る
公
共
投

資
額
比
率
を
み
た
公
共
投
資
依
存
度
で
本
県
は
一

○
％
強
を
占
め
、
全
国
十
五
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の
経
済
構
造
自
体
が
公
共
投

資
依
存
型
に
な
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

に
占
め
る
公
共
投
資
の
ウ
エ
ー
ト
は
わ
が
国
の
場
合
、

六
・
六
％
で
あ
る
。
先
進
諸
国
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が

一
・
六
％
、
ド
イ
ツ
（
旧
西
ド
イ
ツ
）
二
・
○
％
、
イ

ギ
リ
ス
一
・
九
％
、
フ
ラ
ン
ス
三
・
四
％
で
あ
り
、
わ

が
国
の
突
出
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
公
共
依
存
度
の
強
い
体
質
が
税
金
の
使
途
へ
の

監
視
の
目
の
弱
さ
と
あ
い
ま
っ
て「
大
き
な
政
府
」
を
野

放
図
に
膨
張
さ
せ
、
税
収
が
不
足
す
れ
ば
国
債
を
発

行
し
公
共
投
資
に
充
て
る
財
政
運
営
構
造
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
が
終
わ
り

財
政
構
造
の
破
綻
が
表
面
化
し
た
。
九
七
年
度
末
の

国
債
発
行
残
高
は
二
百
五
十
四
兆
円
と
な
り
、
国
民

●
　
視
　
座

荘
銀
総
合
研
究
所
　
理
　
事
　
石
　
川
　
敬
　
義
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表１　公共投資等の範囲（経済企画庁）



一
人
当
た
り
約
二
百
二
万
円
を
借
金
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
本
県
の
場
合
も
八
千
百
億
五
千
八
百
万
円

の
県
債
残
高
に
な
っ
て
お
り
、
県
民
一
人
当
た
り
約

六
十
四
万
円
を
借
金
し
て
い
る
勘
定
だ
。
公
債
依
存

度
の
都
道
府
県
別
比
較
で
も
本
県
は
十
位
前
後
に
位

置
し
借
金
依
存
度
の
高
い
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
い
く
と
平
成

十
一
年
度
に
は
当
初
か

ら
赤
字
予
算
を
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

借
金
返
済
の
ツ
ケ
は
後

世
の
人
々
に
ま
で
及
ぶ
。

し
か
も
、
こ
れ
か
ら
は

借
金
し
た
く
て
も
で
き

な
い
自
治
体
が
出
る
可

能
性
も
あ
る
。
債
券
が

流
通
す
る
市
場
で
は
ど

こ
の
自
治
体
が
発
行
し

た
債
券
か
を
選
別
す
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は
市
場
の
信

頼
を
失
っ
た
自
治
体
は

債
券
を
発
行
し
た
く
て

も
で
き
な
い
事
態
に
陥

る
だ
ろ
う
。

●
問
題
点
が
多
い

公
共
事
業

こ
の
た
め
行
財
政
改

革
が
国
に
と
っ
て
も
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
も

重
要
課
題
に
な
っ
て
き

た
。
特
に
、
公
共
事
業

の
無
駄
に
対
す
る
目
が

厳
し
く
な
っ
て
き
た
。
政
府
予
算
で
一
律
シ
ー
リ
ン

グ
方
式
が
採
ら
れ
、
各
事
業
で
毎
年
横
並
び
の
伸
び

が
計
上
さ
れ
た
結
果
、
予
算
が
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
と
指
摘
す
る
声
が
強
い
。

都
市
住
民
か
ら
は
農
林
水
産
事
業
へ
の
無
駄
な
投
資

が
多
い
と
い
う
不
満
が
強
く
な
り
、
こ
の
分
野
で
の

税
収
の
少
な
さ
と
あ
い
ま
っ
て
都
市
対
農
村
の
対
立

の
構
図
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
目
的
別

投
資
額
の
推
移
を
み
る
と
、
生
活
基
盤
投
資
に
は
全

体
の
約
半
分
が
投
入
さ
れ
て
い
る
（

）。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
民
は
未
だ
に
豊
か
さ
を
実
感

で
き
な
い
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
「
ど
こ
か
ヘ
ン
だ
」

と
思
っ
て
い
る
。
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
の
高
さ
を
指

摘
す
る
声
も
強
い
。
入
札
で
も
談
合
の
う
わ
さ
が
絶

え
な
い
。
単
年
度
予
算
主
義
に
よ
る
工
事
コ
ス
ト
の

上
昇
、
海
外
と
比
べ
て
高
い
工
事
コ
ス
ト
な
ど
メ
ス

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
い
。
最
小
投
資
で

最
大
効
果
を
求
め
る
行
政
目
標
を
達
成
す
る
に
は
Ｖ

Ｆ
Ｍ
（valu

e
fo
r
m
o
n
ey

）
を
徹
底
し
、
行
政
の

役
割
の
範
囲
を
純
化
し
な
が
ら
市
場
原
理
が
有
効
に

働
く
よ
う
に
し
、
情
報
公
開
を
徹
底
し
て
新
し
い
社

会
資
本
整
備
の
仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
社
会
資
本
の
整
備
水
準
を
先
進
諸
国
と

比
べ
る
と
、
下
水
道
普
及
率
、
人
口
一
人
当
た
り
都

市
公
園
面
積
、
自
動
車
保
有
台
数
当
た
り
高
速
道
路

延
長
な
ど
で
日
本
は
遠
く
及
ば
な
い
。
ま
た
、
国
内

で
も
ニ
ー
ズ
が
異
な
る
。
大
都
市
住
民
は
公
園
・
緑

地
・
体
育
館
な
ど
を
望
み
、
中
小
都
市
住
民
は
道
路

の
整
備
を
、
町
村
住
民
は
福
祉
・
医
療
な
ど
の
充
実

を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
担
当
者
が
予
算
を
増

や
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
事
業
は
、
中
央
省
庁
の
場

合
は
廃
棄
物
処
理
施
設
、
拠
点
空
港
が
断
然
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
市
町
村
首
長
は
、
廃
棄
物
処
理
施
設

が
多
い
の
は
同
様
だ
が
、
地
方
道
の
整
備
を
挙
げ
る

人
が
圧
倒
的
に
多
い
。
逆
に
、
予
算
を
減
ら
す
べ
き

事
業
と
し
て
、
中
央
省
庁
は
①
新
幹
線
②
農
業
集
落

排
水
③
灌
漑
排
水
・
農
業
生
産
施
設
④
公
営
住
宅
⑤

林
道
―
の
順
に
多
く
、
市
町
村
首
長
は
①
新
幹
線
②

水
資
源
開
発
ダ
ム
③
公
営
住
宅
④
公
有
地
造
成
・
港

湾
―
の
順
に
多
い
。
中
央
と
地
方
と
で
ニ
ー
ズ
が
違
っ

て
お
り
、
社
会
資
本
整
備
の
守
備
範
囲
を
中
央
と
地

方
と
で
明
確
に
分
け
、
画
一
的
で
な
く
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
方
法
を
と
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
地
方
分
権
が
こ
の
点
で
も
重
要
と
な
る
。

●
存
在
し
な
か
っ
た
評
価
シ
ス
テ
ム

さ
ら
に
、
公
共
投
資
の
結
果
を
ど
う
認
識
す
る
か

が
問
題
に
な
る
。
住
民
は
選
挙
で
首
長
や
議
員
を
選

ん
で
も
、
そ
の
実
績
を
評
価
で
き
る
の
は
次
の
選
挙

で
あ
る
。
毎
年
編
成
さ
れ
る
予
算
を
客
観
的
に
評
価

す
る
シ
ス
テ
ム
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
本
県
で
は
今

年
度
の
予
算
編
成
に
際
し
、
初
め
て
評
価
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
。
財
政
当
局
に
予
算
要
求
す
る
際
に

担
当
者
が
六
項
目
の
評
価
基
準
に
従
っ
て
自
己
評
価

す
る
よ
う
に
し
た
（

）。
従
来
は
住
民
の

要
望
の
強
い
も
の
が
必
要
性
の
高
い
事
業
と
さ
れ
、

執
行
さ
れ
た
予
算
が
適
正
に
使
用
さ
れ
た
か
を
監
査

す
る
だ
け
だ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
前
進
で
あ
る
。
ま

た
、
土
木
部
を
中
心
に
工
事
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の

新
た
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
よ
う
な
行
政
当
局
の
真
摯
な
姿
勢
は
高
く
評
価
さ

れ
て
よ
い
。
だ
が
、
さ
ら
に
予
算
編
成
時
で
①
全
体

の
政
策
目
標
の
中
で
そ
の
事
業
の
位
置
づ
け
は
ど
う

か
②
従
来
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ス
ト
ッ
ク
が
生
か
さ
れ

て
い
る
か
③
事
業
を
実
施
し
た
場
合
、
多
様
な
政
策

課
題
展
開
を
排
除
し
な
い
か
④
県
民
に
課
題
提
起
し

●
　
社
会
資
本
整
備
の
在
り
方
を
考
え
る
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表２　事業目的５分類の投資額構成比（経済企画庁経済研究所） （単位：10億円・％）

行政投資全体

金額 構成比

S40 2,677 100.00

S50 16,514 100.00

S60 26,506 100.00

H６ 47,821 100.00

生活基盤投資 産業基盤投資 農林水産投資 国土保全投資 その他の投資

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

1,052 39.32 701 26.20 232 8.65 216 8.05 476 17.78

6,906 41.82 2,488 15.07 1,366 8.27 1,084 6.57 4,669 28.27

11,966 45.15 4,902 18.49 2,754 10.39 2,440 9.21 4,443 16.76

23,655 49.47 9,107 19.04 4,395 9.19 4,180 8.74 6,483 13.56



納
得
が
得
ら
れ
る
仕
組

み
を
内
蔵
し
て
い
る
か

―
な
ど
の
評
価
基
準
も

必
要
で
あ
ろ
う
。
仮
に

こ
の
よ
う
な
評
価
も
行

う
と
な
れ
ば
、
さ
ら
に

踏
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
が
必
要
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
評
価
は
あ
く
ま
で

も
行
政
内
部
の
評
価
で

あ
り
、
効
果
に
限
界
が

あ
る
。
評
価
は
外
部
か

ら
行
わ
な
け
れ
ば
有
効

性
を
持
て
な
い
。
本
来

こ
の
よ
う
な
評
価
の
作

業
は
立
法
府
で
あ
る
国
会
や
自
治
体
議
会
が
担
う
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
成
熟
社
会
の
現
代
の
先

進
諸
国
で
は
、
国
民
を
巻
き
込
ん
で
評
価
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
し
か
し
、

外
部
に
よ
る
評
価
も
、
ル
ー
ル
や
基
準
が
な
け
れ
ば

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
が
入
り
乱
れ
混
乱
し
収
拾
が
つ

か
ず
現
在
の
政
治
の
状
態
に
近
く
な
る
。
だ
が
、
そ

の
政
治
的
な
作
業
こ
そ
民
主
主
義
社
会
に
生
き
る

人
々
の
社
会
性
が
試
さ
れ
る
場
で
あ
る
。
政
治
学
で

は
政
治
の
ス
タ
イ
ル
を
民
主
主
義
の
成
熟
度
に
よ
っ

て
①
未
分
化
型
（
政
治
が
経
済
や
宗
教
と
区
別
さ
れ

て
い
な
い
段
階
）
②
臣
民
型
（
分
化
は
し
て
い
る
が

市
民
の
参
加
が
少
な
い
段
階
）
③
参
加
型
（
市
民
が

十
分
に
政
治
参
加
す
る
段
階
）
に
三
分
類
で
き
る
と

す
る
。
欧
米
諸
国
は
参
加
型
で
今
の
日
本
は
臣
民
型

の
状
態
と
言
え
よ
う
。「
市
民
」
に
は
三
つ
の
意
味

が
あ
る
。
①
居
住
す
る
住
民
②
貴
族
社
会
な
ど
階
級

の
中
で
の
市
民
③
政
治
に
参
加
す
る
人
々
―
で
あ

る
。
今
で
こ
そ
「
政
治
」
は
庶
民
に
と
っ
て
遠
い
存

在
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
身
の
周
り
の
課
題
解

決
に
参
加
す
る
人
間
性
に
根
差
し
た
行
為
で
あ
る
は

ず
だ
。
そ
れ
を
取
り
戻
す
シ
ス
テ
ム
が
欧
米
諸
国
に

は
既
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
人
口
百
万
人
以
上
の

自
治
体
の
約
九
○
％
、
全
自
治
体
の
六
○
％
の
自
治

体
が
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
手
法

と
し
て
は
執
行
評
価
と
政
策
評
価
と
が
あ
る
。
執
行

評
価
は
行
政
内
部
の
効
率
性
を
測
っ
て
改
善
す
る
た

め
の
も
の
で
、
日
本
の
監
査
に
近
い
。
政
策
評
価
は

行
政
目
標
や
目
標
の
具
体
的
な
指
標
を
設
定
し
て
取

り
組
む
も
の
で
あ
る
。
都
市
の
膨
張
を
抑
制
す
る
成

長
管
理
政
策
で
有
名
な
オ
レ
ゴ
ン
州
の
場
合
、
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
と
呼
ぶ
評
価
項
目
を
大
項
目
で
七
つ
、
中

項
目
で
二
十
四
（

）、

小
項
目
で
九
十
二
を
掲
げ
、
年

ご
と
の
到
達
目
標
水
準
を
数
値

化
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
日

本
と
で
は
歴
史
や
風
土
や
文
化

が
違
う
の
で
、
目
標
は
違
っ
て

当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
レ

ゴ
ン
州
で
は
住
民
を
巻
き
込
ん

で
ニ
ー
ズ
の
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
誰
も
が
分
か
る
指
標
を
掲
げ
、
変
革
し

た
い
課
題
を
優
先
的
に
指
標
化
し
て
い
る
。
資
金
が

か
か
り
作
業
量
も
増
え
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
様
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
業
績
情
報
公
開
制
度
な
ど
と
と
も

に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
行
政
を
身
近
に
し
社
会
資
本

整
備
を
健
全
な
姿
に
し
て
い
く
。
本
県
の
新
総
合
発

展
計
画
で
も
社
会
資
本
整
備
の
目
標
と
し
て
指
標
化

し
数
値
化
し
て
い
る
。
大
指
標
六
、
小
指
標
四
十
三

（

）
の
設
計
に
な
っ
て
お
り
計
画
の

先
進
性
が
う
か
が
え
る
。
要
は
こ
の
目
標
を
ど
う
実

施
し
指
標
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
か
で

あ
る
。
指
標
の
内
容
を
検
討
す
る
作
業
を
県
民
の
参

加
を
得
て
行
い
、
目
標
と
す
る
数
値
の
水
準
を
県
民

が
納
得
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
作
業
こ
そ
が
臣
民
型
か
ら
参
加
型
の
政
治
へ
変
え

て
行
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
社
会
資
本
整
備
の
効
果

を
高
め
る
手
法
と
い
え
る
。

●
社
会
資
本
整
備
の
新
た
な
仕
組
み

社
会
資
本
の
質
も
ま
た
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
き
て
い
る
。
豊
か
さ
の
中
身
が
経
済
性
と

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
に
、環
境
面
で
顕
著
に
表
れ
て

い
る
。
林
道
や
ダ
ム
と
い
っ
た
従
来
型
の
社
会
資
本

●
　
視
　
座
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表３　山形県の事務事業の評価項目

評価項目 満点　　　　　　　　　　　　 ０点 得点

①対象の要望がある（事業の必要性） 十分ある　ニーズが減少　　　ない 30点

②民間よりも行政が行うべき分野である（官民の役割分）はい　　 どちらともいえない いいえ 20点

③県よりも市町村が行うべき分野（県・市町村の役割分担）いいえ　 どちらともいえない はい 10点

④事業の手法は効率性が高い（手法の効率性） はい　　 どちらともいえない いいえ 20点

⑤目標達成のために投入する予算は妥当である（経済性）はい　　 どちらともいえない いいえ 20点

⑥上記①－⑤以外の尺度による評価点（あなたが考える尺度：　　　　　　　　　　　　　　） 20点

表４　オレゴン・ベンチマーク

１ ビジネス活力
２ 事業コスト
３ 所得
４ 12歳までの教育
５ 中等以降の教育
６ 能力開発
７ 市民参加
８ 税金
９ 公共セクターの実績
10 文化
11 健康
12 保護
13 貧困
14 障害者対策
15 犯罪
16 危機管理体制
17 成長管理
18 インフラストラクチャー
19 住居
20 大気
21 水
22 土地
23 野生動物・植物
24 野外レクリエーション

表５「ゆとり都」の大指標

１　動く・ふれあう
２　住む・暮らす
３　安らぐ・癒す
４　憩う・遊ぶ
５　学ぶ
６　働く



の
整
備
が
自
然
環
境
を
破
壊
す
る
と
各
地
で
反
対
に

あ
っ
て
い
る
。
自
然
や
景
観
や
文
化
や
ア
メ
ニ
テ
ィ

を
踏
ま
え
ず
に
事
業
を
行
え
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ

れ
は
ま
た
、社
会
資
本
整
備
は
常
に
多
角
的
な
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
前
の
公
共
性

が
必
ず
し
も
今
の
善
と
は
限
ら
ず
、
社
会
資
本
整
備

理
念
の
リ
ニ
ュ
ア
ル
が
求
め
ら
れ
る
。「
自
然
資
本
」

を
独
立
し
た
資
本
と
し
て
扱
い
、
人
間
社
会
と
自
然

と
の
か
か
わ
り
を
考
え
な
が
ら
、
守
る
べ
き
自
然
を

指
標
化
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

法
律
や
条
例
は
も
ち
ろ
ん
、
諸
制
度
、
慣
行
、
し

き
た
り
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
こ
と
も
、
新
し

い
「
制
度
資
本
」
を
構
築
す
る
視
点
か
ら
考
え
た
い
。

現
状
で
は
新
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
も
、
こ
と

ご
と
く
既
成
の
制
度
が
そ
れ
を
阻
み
実
質
的
に
「
何

も
す
る
な
」
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
小
手
先

の
改
革
で
は
硬
直
し
閉
鎖
し
た
シ
ス
テ
ム
を
改
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
現
象
に
し
な
や
か
に
対
応
で
き

る
シ
ス
テ
ム
へ
根
本
か
ら
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
先

の
国
会
で
成
立
し
た
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
も
住
民
参
加
型
の
し
な
や
か
な
社
会

づ
く
り
の
制
度
で
あ
る
。
従
来
の
日
本
の
公
益
法
人

は
収
益
事
業
を
行
う
こ
と
を
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
欧
米
の
公
益
法
人
は
事
業
で
収
益
を

上
げ
自
立
す
る
。
営
利
法
人
と
違
う
の
は
利
益
を
分

配
し
な
い
こ
と
に
あ
る
。「
公
共
」
は
「
私
」
や
「
個
」

の
対
立
概
念
で
あ
り
、「
公
共
」
イ
コ
ー
ル
「
官
」
で

は
な
い
。「
官
」の
対
立
概
念
は「
民
間
」で
あ
る
。「
民

間
」
が
「
公
共
」
に
参
加
し
て
悪
い
理
由
は
な
い
。
日

本
で
は
そ
こ
が
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
資

本
整
備
で
も
民
間
参
加
を
積
極
的
に
推
進
す
る
制
度

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
採
用
し
て
い

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（P

riv
ate
F
in
an
ce
In
itiativ

e

）
は
計

画
、
監
督
に
公
共
部
門
が
関
与
す
る
こ
と
を
前
提
と

す
る
が
、
民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
社
会

資
本
整
備
を
行
う
。
そ
の
変
形
の
手
法
を
含
め
世
界

中
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
民
間
に
と
っ
て
採
算
が
と
れ

る
自
立
型
、
公
共
へ
の
施
設
提
供
型
、
公
共
と
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
（

）
に
大
別
さ
れ

る
が
、
日
本
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
と
は
異
な
る
手

法
で
あ
る
。
日
本
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
な
ど
の
経
験
が
乏
し
く
、
民
間
の
事
業
リ
ス
ク
管

理
能
力
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
な
ど
の
課
題
は
あ
る

が
、
公
共
は
よ
り
公
共
性
の
強
い
分
野
に
専
念
で
き
、

民
間
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
て
い
く
わ
け

で
、
早
急
に
手
法
研
究
に
取
り
組
み
、地
方
で
で
き

る
分
野
を
開
拓
し
た
い
。「
新
国
民
生
活
指
標
」（
経

済
企
画
庁
）
に
よ
る
と
本
県
は
「
住
む
」の
指
標
で

全
国
二
位
の
高
位
に
あ
り
、「
産
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ

テ
ィ
」（
通
商
産
業
省
）
に
よ
る
と
本
県
は
十
位
か

ら
二
十
位
の
間
に
位
置
し
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
そ
こ
に
本
県
の
社
会
資
本
整
備
の
方
向
を
探

る
カ
ギ
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
制

度
は
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
、「
制

度
資
本
」
は
変
化
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
内
蔵
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
シ
ス

テ
ム
と
は
地
域
づ
く
り
で
の
多
様
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
知
識
を
有
す
る
多
様
な
人
材
を
民
間
に
プ
ー
ル
す

る
こ
と
だ
。地
位
や
職
業
や
考
え
方
な
ど
の
違
い
を

超
え
、
地
域
開
発
の
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
と
を
つ
な
い

だ
り
、
各
種
公
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
し
た
り
、
知
識
ベ
ー
ス
の
内
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
た
り
、
主
体
的
に
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な

活
動
を
行
う
人
的
資
源
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ

る
。
行
政
と
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
を
補
い
、
社

会
の
成
熟
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

●
　
社
会
資
本
整
備
の
在
り
方
を
考
え
る
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表６「ゆとり都」の小指標の一部

指標項目
現　　況

（平成６年度）
将来目標

（平成17年度）

（1）動く・ふれあう
① 複数高速交通施設への
アクセス

38.70％ 88％

② 道路改良率 84％ 93％

③ 道路舗装率 86.50％ 96％

④ 歩道設置道路延長
⑤ 冬期歩行者空間確保延長

1011㎞
557㎞

1554㎞
990㎞

⑥ 点字ブロック設置延長 31㎞ 280㎞

⑦ 光ファイバー網整備率 13％ 100％

表７　PFI・ジョイントベンチャー型


